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今月の主な内容

町
立
各
保
育
所
入
所
式
、
町
立
各
小
・
中
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
大
山
崎
小
学
校
に
お
邪
魔
し
て
、
新
一
年
生
の
晴
れ
姿
を
取
材
。
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
式
に
な
り
ま

し
た
。

来
賓
の
方
の
挨
拶
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
え
る
、
素
敵
な

新
一
年
生
。
き
り
り
と
し
た
表
情
も
、
少
し
頼
も
し
く
感
じ
ま
す
。

ご
入
所
・ご
入
学
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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大 山 崎 町

当 初 予 算

平成 2 3年度

歳
入
不
足
は
今
年
度
も
変
わ
ら
ず

　
平
成
23
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
前
年
度
と
比
べ
、
３
億
９
，

７
３
８
万
円
（
８
・
５
％
）
の
大

幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
義
務

的
経
費
で
あ
る
人
件
費
、
扶
助
費

そ
し
て
公
債
費
の
合
計
で
約
１
億

５
千
万
円
を
増
額
。
投
資
的
経
費

と
し
て
は
、
乙
訓
土
地
開
発
公
社

へ
の
元
金
償
還
分
で
約
１
億
１
千

万
円
を
計
上
し
、
ま
た
、
土
木

費
、
教
育
費
に
お
い
て
学
校
耐
震

補
強
工
事
な
ど
で
約
４
千
万
円
を

計
上
。
そ
の
他
と
し
て
電
算
シ
ス

テ
ム
の
構
築
・
改
修
費
用
な
ど
で
、

約
９
千
万
円
を
増
額
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
が
、
主
な
理
由
と
し
て

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
町
長
公
約
の
実
現
に
向
け
、
平

成
23
年
度
予
算
に
お
い
て
、
ま
ず

は
財
政
の
健
全
化
を
最
優
先
で
推

進
し
、
財
政
運
営
の
基
礎
固
め
を

行
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
早
急
に

必
要
な
も
の
に
は
積
極
的
に
投
資

す
る
べ
き
と
い
う
町
長
の
方
針
に

よ
り
、
総
額
で
４
億
円
近
い
増
額

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
根
幹
と
な
る
町
税
は
、

前
年
度
と
比
べ
１
億
７
６
７
万
３

千
円
の
大
幅
な
減
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
減
額
の
主
な
要
因

は
、
町
民
税
の
う
ち
個
人
所
得
割

の
さ
ら
な
る
落
ち
込
み
で
、
前
年

度
と
比
べ
１
億
１
，
４
８
０
万
４

千
円
（
△
13
・
３
％
）
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
と
比

べ
３
億
円
増
額
の
５
億
１
千
万
円

を
計
上
し
、
普
通
交
付
税
の
振
替

措
置
で
あ
る
一
般
財
源
扱
い
の
臨

時
財
政
対
策
債
は
、
前
年
度
か
ら

４
千
万
円
減
額
の
４
億
円
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
税
収

入
の
減
収
見
込
み
分
を
普
通
交
付

税
と
臨
時
財
政
対
策
債
で
補
い
、

歳
入
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で

決
算
で
は
３
年
連
続
黒
字
と
な
っ

て
は
い
る
も
の
の
、
町
の
財
政
運

営
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
硬
直

傾
向
を
脱
す
る
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
歳
入
不
足
と
な
る
主
な
要

因
と
し
て
都
市
計
画
税
を
課
税
し

て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。平
成
17
年
度
に
策
定
し
た「
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
で
は
、
都
市
計

① 

行
政
効
率
ア
ッ
プ
に
向
け

て
、
乙
訓
二
市
一
町
の
広

域
行
政
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
し
、
財
政
の
健
全
化

に
努
め
る

② 

町
内
の
移
動
を
し
や
す
く

し
な
が
ら
、
町
民
の
活
動

す
る
場
の
拡
大
を
目
指

し
、
安
全
で
安
心
で
き
る

町
づ
く
り
を
進
め
る

③ 

妊
娠
、
出
産
、
育
児
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
子
育
て
支
援
の
仕
組

み
や
福
祉
施
策
を
充
実
さ

せ
て
、
子
ど
も
を
健
や
か

に
育
て
る
町
づ
く
り
を
進

め
る

④ 

天
王
山
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
環
境
の
再
生
に
取
り

組
む

⑤ 

国
宝
な
ど
を
生
か
し
た
観

光
客
の
増
加
に
取
り
組
む

財
政
健
全
化
を
推
進

会
計
別
予
算
額
の
内
訳

平成23年度
江下町長の重点施策

画
税
相
当
分
と
し
て
町
税
の
見

直
し
に
よ
り
約
２
億
１
千
万
円
の

歳
入
確
保
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
こ
の
町
税
の
見
直
し
を
実
施

す
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
お

り
、
こ
の
分
の
歳
入
不
足
が
引
き

続
き
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
中
学
校
建
設
に
か
か

わ
る
財
源
の
一
部
と
し
て
見
込
ん

で
い
た
、
多
目
的
広
場
代
替
地
の

道
路
用
地
へ
の
転
用
に
よ
る
売
却

収
入
約
３
億
円
を
、
そ
の
他
の
事

業
に
充
当
で
き
る
見
通
し
が
確
実

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

中
学
校
建
設
費
に
対
す
る
国
庫
負

担
金
が
見
込
み
以
上
に
確
保
で
き

た
こ
と
、
全
体
事
業
費
を
圧
縮
で

き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
平

成
23
年
度
予
算
で
は
前
年
度
に
引

き
続
き
、
こ
の
売
却
収
入
の
一
部

を
含
め
た
２
億
２
千
万
円
を
財
産

収
入
に
計
上
す
る
こ
と
で
歳
入
不

足
を
カ
バ
ー
し
、
か
ろ
う
じ
て
歳

入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い

ま
す
。
本
町
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま

す
。

一
般
会
計
予
算

問
＝
税
財
政
課
財
政
管
財
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
３
７
１
）

会
計
名

平
成
23
年
度
予
算

一
般
会
計

50
億
８
，8
0
0
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

15
億
5
，9
6
4
万
3
千
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計

7
億
1
，8
4
9
万
円

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

9
億
7
，0
4
5
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別
会
計

1
億
9
，2
1
9
万
9
千
円

自
動
車
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

2
，3
1
0
万
5
千
円

区
有
財
産
管
理
特
別
会
計

4
，2
0
0
万
5
千
円

特
別
会
計
合
計

35
億
5
8
9
万
2
千
円

　
　
水
道
事
業
会
計

6
億
6
，8
6
2
万
1
千
円

　
　
総
　
　
　
　
計

92
億
6
，2
5
1
万
3
千
円

一
般
会
計 

▼
▼
▼ 

歳
入

0 200,000 400,000 600,000 800,000 1,000,000 1,200,000

町税の内訳

歳入
50億
8,800万円
（構成比）

町税
24億9,298万9千円
（49.0%）

地方譲与税　　             3,200万円（0.6%）
地方特例交付金　          2,100万円（0.4%）
利子割交付金　　           1,200万円（0.2%）
自動車取得税交付金　    1,100万円（0.2%）
配当割交付金　　　　 　   500万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金　 320万円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金　 200万円（0.0%）

分担金および負担金　9,754万8千円（1.9%）
使用料および手数料　5,473万5千円（1.1%）
寄附金　　　　　　　　 601万2千円（0.1%）
繰越金　　　　　　　　　   500万円（0.1%）

諸収入
1億1,264万1千円

（2.2%）

財産収入
2億2,289万6千円
（4.4%）繰入金　

1億2,500万4千円
（2.5%）

町民税（個人） 7億8,049万9千円
（31.3%）

1億3,567万1千円
（5.4%）

4億8,746万円
（19.6%）

9億8,422万8千円
（39.5%）

8,940万円
（3.6%）

1,573万1千円
（0.6%）

町民税（法人）

固定資産税（個人）

固定資産税（法人）

町たばこ税

軽自動車税

地方交付税
5億1,000万円
（10.0%）

町債
5億20万円
（9.8%）

国庫支出金
4億6,129万円

（9.1%）

府支出金
2億6,748万5千円

（5.3%）

地方消費税交付金
1億4,600万円
（2.9%）

歳入 内訳グラフ

※ カッコ内は各項目の、町税
全体に占める割合です。

50
億
8,
8
0
0
万 特  集

平成23年度
大山崎町当初予算

特
集
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小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強
が
完
了

一
般
会
計 

▼
▼
▼ 

歳
出

議会費 議員先進地視察【新規】 174万円

総務費

交通体系見直し検討調査【新規】 200万円

住基法改正に伴うシステム改修【新規】 1,296万円

京都地方税機構負担金 1,265万円

府議会議員選挙経費 173万円

農業委員選挙費 17万円

民生費

乙訓福祉施設事務組合負担金 2,564万円

国民健康保険事業特別会計繰出金 8,266万円

後期高齢者医療保険事業（特別会計繰出金を含む） 1億3,392万円

敬老会開催事業【拡大】 230万円

認知症地域支援体制構築等推進事業【新規】 100万円

介護予防安心住まい推進事業【新規】 48万円

介護保険事業特別会計繰出金 1億3,918万円

衛生費

子宮頸がん予防ワクチン接種助成【新規】 207万円

ヒブワクチン接種助成【新規】 601万円

小児用肺炎球菌ワクチン接種助成【新規】 595万円

公的病院運営補助金【新規】 224万円

乙訓環境衛生組合負担金 1億5,826万円

土木費

円明寺東側溝改修工事【新規】 1,500万円

下植野団地側溝改修工事【新規】 1,000万円

下水道事業特別会計繰出金 1億2,000万円

中ノ池公園整備工事【新規】 1,000万円

公園整備工事（公園整備一式） 300万円

消防費

乙訓消防組合負担金 3億2,383万円

AED購入【新規】 107万円

自主防災組織支援事業【拡大】 335万円

教育費

大山崎小学校屋内運動場耐震補強工事【新規】 7,235万円

第二大山崎小学校校舎バリアフリー化工事【新規】 3,211万円

史跡大山崎瓦窯跡整備事業【新規】 2,293万円

議会費　1億2,150万円

総務費
7億9,709万8千円

民生費
17億2,853万3千円

衛生費
5億934万円

土木費
3億8,183万1千円

消防費
3億6,083万4千円

教育費
6億2,073万円

公債費
4億8,032万1千円

労働費
2,794万7千円

農林水産業費
3,041万9千円

商工費
2,444万5千円

災害復旧費
2千円

予備費
500万円

人件費
13億1,597万7千円
（25.9%）

歳出
50億
8,800万円
（構成比）

扶助費
7億5,539万2千円
（14.8%）

補助費等
7億5,135万2千円

（14.8%）

普通建設事業費
2億9,092万2千円

（5.7%）

物件費
9億642万円
（17.8%）

維持補修費
4,201万7千円

（0.8%） 繰出金
5億770万4千円

（10.0%）

公債費
4億8,032万1千円
（9.4%）

貸付金　 　2,660万円（0.5%）
積立金 　629万5千円（0.1%）
予備費  　　  500万円（0.1%）

歳出 性質別グラフ

歳出 目的別グラフ 主な事業と予算額 　
今
回
の
歳
出
予
算
の
特
徴
を
性

質
別
で
み
る
と
、
人
件
費
が
４
，

３
９
３
万
５
千
円
（
３
・
５
％
）

の
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
前
年
度
に
計
上
し
て
い
な
か

っ
た
副
町
長
の
給
与
費
を
計
上
し

た
こ
と
と
、
議
員
年
金
の
廃
止
に

伴
う
必
要
経
費
約
３
千
万
円
の

増
額
が
主
な
要
因
で
す
。
ま
た
、

扶
助
費
は
、
８
，
９
８
９
万
円

（
13
・
５
％
）
の
大
幅
な
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
公
債
費
も
臨
時

財
政
対
策
債
な
ど
の
元
金
償
還
の

増
額
に
よ
り
１
，
５
０
６
万
６
千

円（
３
・
２
％
）の
増
で
、人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義

務
的
経
費
の
合
計
で
１
億
４
，
８

８
９
万
１
千
円
（
６
・
２
％
）
の

大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
物
件
費
が
６
，
６
６

６
万
３
千
円
（
７
・
９
％
）
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

電
算
シ
ス
テ
ム
の
更
新
な
ど
に
よ

り
約
１
，
３
０
０
万
円
、
雇
用
対

策
等
賃
金
で
約
１
，
３
０
０
万

円
、
そ
の
他
の
委
託
料
で
約
４
千

万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
す
。
ま
た
、
水
道

事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
を
約
３
，

１
０
０
万
円
増
額
し
た
こ
と
に
よ

り
、
繰
出
金
が
２
，
９
９
１
万
９

千
円
（
６
・
３
％
）
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。投
資
的
経
費
で
は
、

土
地
開
発
公
社
へ
の
元
利
償
還
金

と
し
て
、
償
還
計
画
に
基
づ
き
１

億
１
，
５
０
０
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
町
有
地
売
却

な
ど
の
進
捗
に
応
じ
て
元
金
分
の

償
還
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
の
町
長
選
挙
で
町
長
が
皆

さ
ん
に
示
し
た
町
づ
く
り
の
目
標

は
、
子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
大
山
崎
町
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
創
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
こ
の
目
標
に
向
け
て
、

平
成
23
年
度
の
歳
出
予
算
は
敬

老
祝
い
金
の
廃
止
な
ど
事
業
の
選

択
と
集
中
を
図
り
、
財
政
健
全
化

を
推
進
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
認
知
症
地
域
支
援
体
制
構
築
等

推
進
事
業
▼
新
規
予
防
接
種
と

し
て
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
導
入
に
向
け
た
交
通
体
系
見

直
し
検
討
調
査
▼
円
明
寺
、
下
植

野
団
地
側
溝
周
辺
改
修
▼
大
山
崎

小
、
第
二
大
山
崎
小
の
体
育
館
耐

震
改
修
▼
第
二
大
山
崎
小
校
舎
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
▼
国
史
跡
・
大

山
崎
瓦
窯
跡
の
公
園
整
備
▼
乙
訓

土
地
開
発
公
社
へ
の
町
役
場
用
地

購
入
費
な
ど
の
元
金
返
済

町
民
１
人
あ
た
り
で

歳
入
・
歳
出
を
見
る
と

歳
入
予
算
額

歳
出
予
算
額

町　　税
町
民
１
人
あ
た
り
町
税
予
算
額 

　

８
９
，
５
３
４
円 

　
　
　
　
　
　
　（
27
・
0
％
）

法
人
分
町
税
予
算
額 

　

７
3
，０
２
４
円

　
　
　
　
　
　
　 （
22
・
0
％
）

そ
の
他 

　
１
６
９
，２
１
０
円

　
　
　
　
　
　
　 （
51
・
0
％
）

予
備
費

公
債
費

災
害
復
旧
費

教
育
費

消
防
費

土
木
費

商
工
費

農
林
水
産
業
費

労
働
費

衛
生
費

民
生
費

総
務
費

議
会
費

３
２
６
円

３
１
，
３
２
０
円
０
円

４
０
，
４
７
５
円

２
３
，
５
２
９
円

２
４
，
８
９
８
円

１
，
５
９
４
円

１
，
９
８
４
円

１
，
８
２
２
円

３
３
，
２
１
２
円

１
１
２
，
７
１
１
円

５
１
，
９
７
６
円

７
，
９
２
３
円

※ 

平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
人
口  

１
５
，
３
３
６
人
で
計
算

し
て
い
ま
す

平成23年度
大山崎町当初予算

特
集
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新しく職員が加わ りました 2011年4月1日から、大山崎町に新しい顔が増えました。
今回は、新期採用職員を紹介します。それぞれの部署で、
精一杯頑張っていますので、どうぞよろしくお願いします。

　一日でも早く仕事、職場に慣れるよう努力し、チャレンジ精神を忘
れずに頑張っていきたいです。また、民間企業での職務経験を最大限
に生かし、大山崎町の更なる発展に貢献していきたいです。

　天王山のふもとにある自然豊かな大山崎町の保育所で、元気いっぱ
い子どもたちと楽しく過ごしていきたいと思います。これからの未来
ある子どもたちの笑顔が、ず～っと輝いていられるように頑張ります。

　議会事務局は３人だけの部署です。少数ですが、だからこそ責任の
ある仕事なのだと思います。早く仕事に慣れ、大山崎町の発展に貢献
できる職員になりたいと思っています。

　努力を惜しまず、チャレンジ精神を大切にして、精一杯頑張ります。
　町民の皆さまに貢献できたと、胸を張って感じられるように日々の
業務に邁

まいしん

進し、皆さんに喜ばれるサービスを提供していきたいと思い
ます。

　生まれ育った大山崎町で働けることを嬉しく思います。皆さんと一
緒に大山崎町をさらに素晴らしい町にしていけたらと思います。
　元気に笑顔で頑張りますので、どうぞよろしくお願いします！

　早く仕事のやり方を覚えて、皆さんのお役に立てるようになりたい
です。町民の皆さんに無事に広報をお届けできるよう、毎月沢山の笑
顔をお届けできるよう、私自身も笑顔を絶やさず頑張ります。

　窓口で緊張している職員がいましたら私です。一日も早く仕事に慣
れ、公務員として課せられた期待に添うべく努力します。笑顔とふれ
あいを大切にし、あかるい役場、あかるいまちづくりを目指します。

　町職員としての自覚を持ち、日々の業務に励みます。大山崎町のた
めになることを、先輩方と共に全力で取り組んでいきます。町民の方
とお会いすることも多くなると思いますので、よろしくお願いします。

総務部総務課
総務係

中谷 勝忠

健康福祉部福祉課
大山崎保育所

南 美千子

健康福祉部町民健康課
高齢者福祉・保険医療係

人長 主税
議会事務局

瀬川 陽二郎

総務部税財政課
課税係

東郷 文

総務部総務課
秘書広報係

関 美弥子

健康福祉部町民健康課
窓口年金係

吉岡 良太

総務部総務課
自治政策係

江畑 博史

ナカタニ・カツタダ。
情報システム管理担当。

ミナミ・ミチコ。
保育所勤務。

セガワ・ヨウジロウ。
議会だより作成、事務担当。

ヒトサ・チカラ。
後期高齢者医療制度担当。

トウゴウ・アヤ。
課税担当。

セキ・ミヤコ。
広報編集担当。

ヨシオカ・リョウタ。
戸籍等の窓口業務、庶務担当。

エバタ・ヒロシ。
自治政策業務担当。

New  Face
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福祉関連のお知らせ

各種助成・手当など
子育てにやさしいまちづくり

各種育児支援設備を整備
Ⓐ
福
祉
医
療
費（
障
害
者
・
母
子

家
庭
）助
成

　
医
療
費
の
自
己
負
担
分
（
保
険
診
療
分
）
を
助

成
し
ま
す
。

▼
障
害
者
医
療
制
度

対
象
＝
75
歳
未
満
で
、
次
の
要
件
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

②
Ｉ
Ｑ
35
以
下

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
で
、
Ｉ
Ｑ
50
以
下

④ 

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
で
町
民
税
非
課
税
世
帯

で
あ
る

※ 

①
②
③
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
に

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

▼
母
子
家
庭
医
療
制
度

対
象
＝
母
子
家
庭
の
母
が
扶
養
す
る
児
童
お
よ
び

そ
の
母
（
児
童
が
満
18
歳
の
誕
生
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
） 

※ 

事
実
婚
の
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本

人
、
扶
養
義
務
者
に
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

Ⓑ
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康

管
理
事
業
給
付
金

　
医
療
費
の
自
己
負
担
分
（
後
期
高
齢
者
医
療
の

一
部
負
担
金
相
当
額
）
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
65
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保

険
者
で
、
次
の
要
件
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

②
Ｉ
Ｑ
35
以
下

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
で
、
Ｉ
Ｑ
50
以
下

④ 

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
で
町
民
税
非
課
税
世
帯

で
あ
る

※ 

①
②
③
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
に

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

Ⓒ
特
別
障
害
者
手
当 

　
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
の
重
度
重
複
障
害
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す 

Ⓓ
障
害
児
福
祉
手
当

　
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す

る
20
歳
未
満
の
在
宅
の
重
度
障
害
児
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

※
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す

Ⓔ「
在
宅
酸
素
療
法
」や「
ぼ
う
こ

う
お
よ
び
直
腸
の
治
療
」に
要

す
る
医
療
費
助
成

　
障
害
者
自
立
支
援
医
療
特
別
対
策
事
業
と
し

て
、対
象
者
の
医
療
費
の
自
己
負
担
を
１
割
に
し
、

さ
ら
に
毎
月
の
自
己
負
担
上
限
額
を
設
け
て
負
担

を
軽
減
し
ま
す
。

Ⓕ
老
人（
マ
ル
老
）医
療
制
度

　
国
の
基
準
で
は
、
原
則
70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月

か
ら
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
が
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
左
記
の
要
件
す

べ
て
に
該
当
す
る
方
は
、
65
歳
か
ら
自
己
負
担
割

合
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

要
件

①
住
民
票
上
、
か
つ
実
際
に
、
18
歳
〜
59
歳
の
方

と
同
居
し
て
い
な
い
65
歳
〜
69
歳
の
方

②
同
居
し
て
い
な
い
親
族
か
ら
有
形
無
形
の
援
助

を
得
て
お
ら
ず
、
申
請
さ
れ
る
世
帯
全
員
の
前

年
の
所
得
が
、
別
に
定
め
る
限
度
額
を
下
回
っ

て
い
る

※
「
有
形
無
形
の
援
助
」「
別
に
定
め
る
限
度
額
」

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問＝役場代表　☎956－2101
ⒶⒷⒸⒹⒺ　福祉課社会福祉係（内154・155）
Ⓕ　町民健康課高齢者福祉・保険医療係（内121）

　
乳
幼
児
を
連
れ
て
外
出
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
左
表
の

と
お
り
町
の
公
共
施
設
に
育
児
支

援
設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
央
公
民
館
の
中
庭
を

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
す
る
た

め
、
簡
易
砂
場
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
現
在
芝
生
化
を
進
め
て
い

ま
す
。

※ 

ま
だ
芝
生
養
生
中
の
た
め
、
利

用
は
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い

問
＝
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１

（
内
１
５
７
）

子
ど
も
を
連
れ
て
出
か
け
た
く
な
る
―
。

そ
ん
な
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

京
都
府
議
会
議
員
一般
選
挙

お
知
ら
せ
し
ま
す
。投
開
票
結
果

　
４
月
10
日
日
に
執
行
さ
れ
た
京
都
府

議
会
議
員
一
般
選
挙
の
大
山
崎
町
に
お

け
る
投
開
票
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で

し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
選
挙
で
は
指
定
投
票

区
制
度
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
不
在

者
投
票
を
す
べ
て
第
２
投
票
区
に
加
算

し
て
い
ま
す
。

問
＝
大
山
崎
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
３
２
４
）

施設名 場　　所 整備内容

役場庁舎
１階町民ロビー ベビーベッド
１階自動販売機前 授乳コーナー
１階～３階トイレ 親子便座

保健センター
１階女子トイレ

男児用小便器
洋式トイレ
親子便座
ベビーチェア

１階多機能ルーム ベビーベッド

中央公民館

本館１階・２階女子トイレ 親子便座

別館１階女子トイレ
洋式トイレ
親子便座

別館２階・３階トイレ 親子便座
本館１階ホール前 ベビーベッド
本館２階和室前 ベビーベッド
別館１階図書室前 ベビーベッド

大山崎ふるさと
センター

１階・３階女子トイレ 親子便座
３階多機能トイレ ベビーチェア
１階ロビー ベビーベッド

町体育館 １階男女トイレ 親子便座

投票結果

開票結果

投票区名 第１投票区 第２投票区 第３投票区 第４投票区
計

投票所名 大山崎ふるさと
センター 大山崎町役場 円明寺が丘

自治会館 下植野集会所

当日
有権者数
（人）

男 1,249 1,661 2,330 731 5,971
女 1,334 1,710 2,593 758 6,395
計 2,583 3,371 4,923 1,489 12,366

投票者数
（人）

男 491 632 1,073 276 2,472
女 502 628 1,113 291 2,534
計 993 1,260 2,186 567 5,006

投票率
（％）

男 39.31 38.05 46.05 37.76 46.76
女 37.63 36.73 42.92 38.39 45.72
計 38.44 37.38 44.40 38.08 46.22

候補者氏名 党　派 得票数
中小路　健吾 民主党 1,889 
小原　明大 日本共産党 1,497 

のせ　まさひろ 自由民主党 2,251 

※上記の投票者数のほか、期日前投票が、男320票、女390票、計710票ありました
※投票率の計は、各投票区および期日前投票の投票者数の合計を当日有権者数で割ったものです

※このほか、無効投票が79票ありました
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□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題
　Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage

Fire Department
消防ひろば　☎956-0119　 957-0999
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□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題
　Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage

まちの話題

TownTopics

大
災
害
発
生
に
備
え
る

　
国
内
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
・
０
を
記
録
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
。
津
波
や
火
災
に
よ
り
広
範
囲
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
大
災
害
は
、
い
つ
私
た
ち
の
身
に
降
り

か
か
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は

日
頃
の
備
え
で
す
。

住宅用火災警報器
イメージ

　碑は、アサヒビール大山崎山荘美術館に続く坂道の
途中、狼 洞前に大山崎ふるさとガイドが建立し、町
に寄贈されました。碑には、大正４年、大山崎山荘が
まだ建設中の頃にこの地を訪れた夏目漱石が、隣接す
る宝積寺を眺めながら詠んだ句「寶

たからでら

寺のとなりに住ん
で桜かな」が刻まれています。
　この日、大山崎ふるさとガイドの会のメンバーをは
じめ、大山崎町商工会、山荘美術館、京都府、町など
から関係者約40人が集まり、建立を祝いました。豊
かな自然と歴史に彩られたこの町に、また新たな観光
スポットが誕生しました。

　毎回多くのお客さんで賑わうえいごcaféですが、
今回は２部とも３つのテーブルすべてが満席に。コー
ヒーや紅茶を飲みながら、外国スタッフとの楽しいひ
とときを過ごしました。
　お客さんの中には、かなり難しい時事ネタをスラス
ラと英語で話す方もいれば、片言の英語と身振り手振
りで会話を楽しむ方も。英語力に差はあるものの、皆
英語を話したいと思う気持ちは同じ。次回も多数のご
参加をお待ちしています。

3 31
えいごcafé

公民館で海外気分

3 22
夏目漱石句碑建立・除幕式

町に新たな観光スポット
3 23

長寿苑教養講座「スプリングコンサート」

春を感じる柔らかな旋律
　長寿苑大広間で長寿苑教養講座「スプリングコンサ
ート」を開催。約50人の聴衆が、ピアノとフルート
の柔らかなハーモニーが魅力のユニット「クラール」
の演奏に耳を傾けました。
　演奏されたのは、「見上げてごらん夜の星を」「サウ
ンド オブ ミュージック」「エーデルワイス」など全
12曲。曲が終わるたび、会場からは大きな拍手が起
こっていました。柔らかく、どこか温もりを感じる旋
律から、春の到来を感じた３月の昼下がりでした。

非
常
用
品
を
準
備
し
よ
う

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
道
路
や

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
て
地
域
が
孤

立
化
し
た
り
、
人
口
の
多
い
都
市
部
で
は

必
要
な
物
資
が
行
き
届
か
な
い
と
い
っ
た

こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

　
特
に
、
災
害
発
生
直
後
は
支
援
体
制
が

整
う
ま
で
時
間
が
か
か
る
た
め
、
最
低
限

必
要
な
水
や
食
料
な
ど
を
備
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
非
常
用
品
は
、
避
難
す
る
と
き
に
持
っ

て
い
く
「
非
常
持
出
品
」
と
、
避
難
生
活

に
必
要
な
生
活
用
品
「
非
常
備
蓄
品
」
に

分
け
て
備
え
て
お
く
と
便
利
で
す
。

非
常
持
出
品

　
無
理
な
く
持
っ
て
い
け
る
よ
う
、
最
低

限
必
要
な
も
の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
飲
食
物
（
水
や
非
常
食
な
ど
）

○
救
急
用
品
（
▼
ば
ん
そ
う
こ
う
▼
消
毒

液
▼
常
備
薬
▼
持
病
の
あ
る
方
は
処
方

せ
ん
の
コ
ピ
ー
な
ど
）

○
懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
乾
電
池

○
生
活
用
品
（
▼
衣
類
▼
テ
ィ
ッ
シ
ュ
▼

タ
オ
ル
▼
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
▼
生
理

用
品
▼
ビ
ニ
ー
ル
袋
▼
筆
記
用
具
▼
眼

鏡
な
ど
）

○
貴
重
品
（
▼
現
金
▼
通
帳
▼
印
鑑
▼
健

康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
▼
免
許
証
な
ど
）

※
こ
れ
ら
は
一
例
で
す

非
常
備
蓄
品

　
地
域
の
備
蓄
物
資
だ
け
で
は
不
足
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
で
最
低
３

日
間
の
非
常
備
蓄
品
を
備
え
て
く
だ
さ

い
。

○
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
ℓ
が
目
安
。
給

水
用
に
ポ
リ
タ
ン
ク
が
あ
れ
ば
便
利
）

○
食
料
品
（
調
理
が
不
要
の
▼
非
常
食
品

▼
レ
ト
ル
ト
食
品
▼
缶
詰
な
ど
。
▼
紙

コ
ッ
プ
▼
紙
皿
▼
割
り
箸
▼
簡
易
食
器

も
用
意
す
る
と
便
利
）

○
簡
易
ト
イ
レ

○
消
火
器
・
消
火
用
水
（
消
火
器
や
三
角

消
火
バ
ケ
ツ
な
ど
。
風
呂
水
の
汲
み
置

き
は
、
消
火
以
外
に
ト
イ
レ
の
排
水
用

と
し
て
も
使
用
可
）

○
生
活
用
品
（
▼
簡
易
コ
ン
ロ
▼
ガ
ス
ボ

ン
ベ
▼
固
形
燃
料
▼
ラ
イ
タ
ー
▼
マ
ッ

チ
▼
缶
切
り
▼
毛
布
▼
寝
袋
▼
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
▼
軍
手
な
ど
）

○
各
種
資
器
材
（
▼
ハ
ン
マ
ー
▼
オ
ノ
▼

ス
コ
ッ
プ
▼
の
こ
ぎ
り
▼
バ
ー
ル
な

ど
）

※
避
難
の
際
両
手
を
空
け
て
お
け
る
よ
う

に
、
非
常
持
出
品
は
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に

詰
め
て
玄
関
に
置
い
て
く
だ
さ
い

※
準
備
し
た
非
常
持
出
品
や
非
常
備
蓄
品

は
定
期
的
に
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。
水

や
食
品
は
年
に
１
回
程
度
賞
味
期
限
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

普
通
救
命
講
習

　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、

止
血
法
、
そ
の
他
応
急
手
当
な
ど
の
講
習

で
す
。

※
受
講
無
料

と
き
／
と
こ
ろ

①
５
月
15
日
日
／
向
日
消
防
署

②
６
月
19
日
日
／
長
岡
京
消
防
署

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
＝
①
５
月
13
日
金
ま
で
　
②
５

月
30
日
月
〜
６
月
17
日
金

申
込
方
法
＝
受
講
申
込
書
（
消
防
署
に
置

い
て
い
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
左
記
申
込
先
ま
で
。

問
・
申
込
先
＝
大
山
崎
消
防
署
救
急
係

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
義
務
化
ま
で
１
カ
月

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
普
及
し
、
住
宅

火
災
に
よ
る
死
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

一
刻
も
早
い
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
高
齢
者
世
帯
へ
の
火
災
警
報
器
助
成

制
度
に
関
し
て
、
本
誌
13
ペ
ー
ジ
に
記
事

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

火
災
警
報
器
お
手
柄
事
例

▼
事
例
１

　
戸
建
住
宅
２
階
の
仏
壇
か
ら
出
火
。

こ
の
家
に
住
む
女
性
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
警
報
音
で
仏
具
が
燃
え
て
い

る
の
を
発
見
。
初
期
消
火
を
行
い
、
火

災
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
た
。

▼
事
例
２

　
女
性
の
タ
バ
コ
の
不
始
末
に
よ
り
共

同
住
宅
か
ら
出
火
。
通
行
人
が
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
警
報
音
を
聞
き
通
報

し
、
駆
け
つ
け
た
消
防
隊
が
消
火
し
て

大
事
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。


